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日/（曜日）

　

　

可1

可・否件数

可1議案第８０号

議案第７９号

農業委員研修会及び
第36回農業委員会総会

議案第８３号 1 決定

議案第８１号 2 可

議案第８２号

１８（金）

第１４期　第３５回総会議題結果報告（平成２６年６月２５日開催）

農業委員会　７月予定表

１０（木）

☎０９８０－４４－３４７７

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

11日～
１７日

農
業
委
員
会
だ
よ
り

２５(金)

申請農地現地調査

大
宜
味
村

平成26年 7月 1日（火 ）

（21号）

農業者年金業務担当
者研修会

内　　　容

編集・発行　大宜味村農業委員会

9日～10
日

執行部会及び議案書作成

申請書提出期日

農振農用地を農業用施設への変更について

件　　　　　　　　　　　　　　名

農地法第３条について

基盤整備法利用権設定について

非農地証明について

下限面積について　（裏面に標記）

1

購読料 ： 月額600円

年間購読7.200円
発 行 ： 毎週金曜日
申込み ： 農業委員会事務局
連絡先 ： 44-3477 担当：宮城

政
府
は
、
昨
年
12
月
10
日
、

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
、
農

業
の
「
10
年
後
に
目
指
す
姿
」
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
担
い
手
が
利

用
す
る
農
地
面
積
割
合
を
現
状
の

５
割
か
ら
８
割
に
拡
大
。

①
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
新
た

な
農
地
利
用
集
積
の
仕
組
み
と
し

て
創
設
さ
れ
た
の
が
「
農
地
中
間

管
理
事
業
」
で
す
。

◆
事
業
内
容

農
地
中
間
管
理
事
業
が
対
象

と
な
る
の
は
都
道
府
県
内
の
農

業
振
興
地
域
内
の
区
域
で
す
。

機
構
は
こ
こ
で
、
①
農
用
地
借

受
け
（
農
地
中
間
管
理
権
の
取

得
）
②
農
用
地
等
の
貸
付
け
③

農
用
地
等
の
利
用
条
件
の
改
善

（
基
盤
整
備
等
）
④
貸
付
け
を

行
う
ま
で
の
間
の
管
理
（
農
業

経
営
を
含
む
）
を
行
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
機
構
が
仲
介
役
と
な

り
、
転
貸
で
農
地
を
担
い
手
へ

利
用
集
積
す
る
の
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

農家基本調査へご協力下さい！！

◆
農
地
を
貸
し
た
い
人

は
・
・

①
機
構
又
は
市
町
村
等
の
窓
口

に
連
絡
し
ま
す
。

②
機
構
（
ま
た
は
業
務
委
託
を

受
け
た
市
町
村
等
）
と
期
間
、

賃
借
料
の
諸
条
件
を
相
談
し
、

同
機
構
と
契
約
し
ま
す
。
（
機

構
が
農
地
を
借
り
受
け
る
場
合

は
、
農
地
法
第
３
条
ま
た
は
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
18

条
に
よ
っ
て
「
農
地
中
間
管
理

機
構
」
を
取
得
し
ま
す
。
）

③
受
け
手
が
ま
と
ま
り
あ
る
形

で
農
地
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
機
構
が
条
件
整
備

等
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
再
生

不
能
な
遊
休
農
地
や
貸
付
見
込

み
が
な
い
農
地
な
ど
は
、
機
構

の
判
断
で
借
受
け
の
拒
否
や
借

り
て
も
契
約
を
途
中
で
解
除
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
農
地
を
借
り
た
い
人

は
・
・

①
毎
年
１
回
以
上
、
機
構
が
行

う
借
受
け
希
望
者
の
募
集
に
応

募
し
ま
す
（
借
受
け
希
望
者
に

な
る
た
め
に
は
必
修
条
件
で

す
）
。

②
機
構
か
ら
借
受
け
適
格
者
と

判
断
さ
れ
た
場
合
、
貸
借
の
期

間
や
賃
料
等
の
諸
条
件
に
つ
い

て
相
談
し
ま
す
。

③
農
地
の
貸
借
が
記
載
さ
れ
た

「
農
用
地
利
用
配
分
計
画
」
が

公
告
さ
れ
、
借
受
希
望
者
に
農

地
の
貸
借
に
係
る
権
利
が
移
動

し
ま
す
。

な
お
、
同
計
画
で
農
地
を
借

り
受
け
た
者
は
、
毎
事
業
年
度

の
終
了
後
３
か
月
以
内
に
農
用

地
等
の
り
用
状
況
に
つ
い
て
、

機
構
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

例 押印

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
農
地

法
（
法
第
30
条
）
に
基
づ
き
大
宜

味
村
内
の
農
地
、
農
家
の
状
況
調

査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

農
家
に
つ
い
て
は
、
大
宜
味
村

で
は
所
有
農
地
、
下
限
面
積
１
２

０
０
坪
を
有
し
て
い
る
方
を
基
本

と
し
農
家
と
位
置
づ
け
農
家
台
帳

へ
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

村
内
は
ま
だ
ま
だ
相
対
（
ヤ
ミ

小
作
）
で
の
借
用
農
地
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
機
会
に
農
業
委
員
へ

相
談
し
、
契
約
農
地
の
手
続
き
を

進
め
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

今
後
、
農
家
台
帳
へ
搭
載
さ
れ

た
農
家
の
皆
様
は
、
農
業
施
策
の

支
援
金
対
象
者
と
し
て
登
録
し
ま

す
。農

地
に
つ
い
て
は
、
村
の
全
農

地
一
筆
の
利
用
状
況
を
調
査
し
、

耕
作
放
棄
地
農
地
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

調
査
の
結
果
を
受
け
「
貸
し
た

い
農
地
」
「
売
り
た
い
農
地
」
を

デ
ー
タ
ー
化
し
、
新
規
就
農
者
、

農
家
の
担
い
手
へ
斡
旋
い
た
し
ま

す
。農

地
は
村
の
大
切
な
財
産
で
す
。

農
業
の
振
興
を
図
る
上
か
ら
村

の
担
い
手
へ
集
積
し
稼
げ
る
農
業

を
目
指
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

８
・
１
調
査
が
始
ま
り
ま
す
！

新農政！

農地中間管理機構（上）

分散した狭い農地は、農地

の収益性が少ない。

広い農地にすると有効

利用でき収益が上がる。

農地の集約（イメージ）

注意： 農業委員が戸別訪問等しますので確認し、各担当農業委員か

村農業委員会窓口へ提出してください。

※ 現住所・世帯主・家族の氏名・生年月日・農業従事状況等、また、所有農地の

現況等確認後押印をお願いします。



2014年（平成26年）６月２日（月）

【
カ
メ
ム
シ
対
策
】

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
等
カ
ン
キ
ツ
の
重

要
害
虫
の
カ
メ
ム
シ
が
発
生
す
る
時
期

で
す
。

こ
の
時
期
の
カ
メ
ム
シ
は
果
実
を
吸

汁
す
る
と
落
果
し
て
減
収
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
果
実
が
あ
る
程
度
大
き
く
な

る
と
落
果
せ
ず
に
変
形
や
褐
変
化
、
コ

ル
ク
化
、
果
汁
の
苦
い
果
実
に
な
り
障

害
が
生
じ
ま
す
。

朝
は
活
動
が
鈍
い
の
で
園
地
を
回
っ

て
虫
が
い
る
か
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
農
薬
が
あ
り
ま
す
の
で
、
園
地
の

状
況
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
大
宜

味
支
店
で
相
談
を
う
え
け
て
か
ら
の
購

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

注
意
：
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て
は
ラ

ベ
ル
や
店
舗
で
問
合
せ
て
登
録
の
可

否
や
使
用
倍
率
・
使
用
期
間
・
使
用

回
数
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
。

問
合
せ
先

村
産
業
振
興
課

農
政
係

電
話
：
０
９
８
０(

４
４)

３
２
３
２

農
作
業
中
の
熱
中
症
対
策

梅
雨
も
あ
け
夏
本
番
に
な
り
日
差
し

も
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
作
業
中
の

熱
中
症
対
策
を
し
て
安
全
に
農
作
業
を

お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

①
十
分
な
睡
眠
と
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
水
分
と
塩
分
を
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ

う
。

③
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
帯
に
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

応
急
処
置

熱
中
症
の
症
状
が
見
ら
れ
た
場
合
に

は
、
救
急
処
置
と
し
て
涼
し
い
と
こ
ろ

で
安
静
に
し
、
体
を
冷
や
し
塩
分
の
補

給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

体
が
熱
い
場
合
や
休
憩
し
て
も
症
状

が
改
善
し
な
い
場
合
に
は
、
救
急
車
を

要
請
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は
症
状
が
急
速
に
悪
化
す
る

の
も
特
徴
で
す
。

早
め
の
判
断
で
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

産業振興課からのお知らせ！！

下
限
面
積
の
決
定

（
農
地
法
第
３
条
第
２
項
第
５
号
）

”大
宜
味
村
は

40
ａ
”

農
地
を
購
入
す
る
為
に
は
、
農

家
で
あ
る
こ
と
が
基
準
で
す
。

そ
の
基
準
は
農
業
委
員
会
で
決
め

る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

総
会
に
お
い
て
、
「農
業
経
営
を

営
む
に
あ
た
り
収
益
を
確
保
で
き

る
の
は
、
１
２
０
０
坪
（40
ａ
）は
必

要
で
あ
る
」と
の
判
断
で
す
。

も
ち
ろ
ん
作
物
に
よ
っ
て
収
益
性

は
変
わ
り
ま
す
の
で
、
農
業
委
員

会
の
総
会
で
申
請
内
容
を
審
議
い

た
し
ま
す
。

大
宜
味
村
賃
借
料
情
報

（農
地
の
賃
借
料
の
目
安
）

１
．
農
地
の
区
分

農
地
の
区
分
は
畑(

田)

の
上
・中
・

下
の
３
区
分
と
す
る
。

①
畑(

田)

の
上
の
区
域

公
共
投
資
に
よ
り
、
ほ
場
整
備
が
さ

れ
て
い
る
区
域

②
畑(

田)

の
中
の
区
域

大
宜
味
村
村
有
林
野
払
い
下
げ
条

例
で
払
い
下
げ
た
区
域
及
び
基
幹
農

道
等
に
隣
接
し
機
械
化
に
よ
る
規
模

拡
大
が
比
較
的
に
容
易
な
区
域

③
畑(

田)

の
下
の
区
域

上
記
①
②
以
外
の
区
域

２
．
10
ａ
当
た
り
の
年
賀
賃
借
料
の
目

安
（
坪
）

①
畑(

田)

９
９
０
０
円
（33
円
）

②
畑(

田)

８
２
０
０
円
（27
円
）

③
畑(

田)

４
９
０
０
円
（16
円
）

平成26年度１４期３５回執行部会
h26.６.１８(水)

総会で議題となる申請書を審査します。

平成２６年度「土壌保全の日」
日付：H26.６．５（木） 場所：国頭村字宇嘉 パイン畑

参加対象：大宜味村ﾍﾞﾁﾊﾞｰ農家５名参加

畑地からの土壌流出防止対策等の啓発活動としてベチ

バーの苗を植栽しました。

平成２６年１４期３４回総会・執行部会
H２６年度１４期３５回総会

H26．６．２５（水）

農地各種申請を１件１件審議します。

農地として有効活用してくれるのか？農家の利

益に繋がるか真剣に話しあわれます。

紅
茶
生
産
組
合
立
上
げ
式

Ｈ
26
．
6
．
３(

火)

村
の
３
農
家(

山
城
勝
則
・松
本
政
尚
・

伊
芸
和
夫)

が
、
高
品
質
な
紅
茶
の
生
産

を
目
指
す
大
宜
味
紅
茶
生
産
組
合
を

結
成
し
ま
し
た
。
品
種
は
「べ
に
ふ
う
き
」

と
「べ
に
ほ
ま
れ
」で
す
。

山
城
勝
則
会
長
は
、
「ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
大
宜
味
村
の
新
た
な
産
業
に
し
て

い
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

女性のみなさまへ

”農業の楽しさを未来の子供たちへ”

伝える仕事を一緒にしませんか？


